





































































































































































































































































































































































































  このプロセスについて、中核となる が工場勘定(Fabrikations=Cnto)である。簿記の
勘定のシステムで、ゲアハルトが展開したものを図示すると下記の「図表―1」となる。 
 




     工場勘定、債務者 


































































































































































Fol Von ult December Ao.1796 
Haupt࣭㹀uch












  8008      4      1   5662      4      1 2346      -       -  -    -  - 
13483      2    11  12855      2      6   268      -       5  - - - 
  2212    22      -    2003    28      6  209      3      6  -   -  - 
    678    21      4     334    14      - 343      7      4  -  -  -
    232      9      8     152    23      9  79      9    11 -   -   - 
-  -  -   1304      3      -     557      4      6 746    22      6 
  3505      1      6   4295      2      -  -   -  - 790 -   6 
  2536    12      -    2541      -      3  -   -  -  4   12     2 
      13    19      7         5      -      7  8    19 - -  -  - 
    167      5      -
  2457    16      6 
 -  -       -
10555      4      -
167      5  - 
 -   -  - 
-  -  - 
8097   11     6 
Ferdinand Arnold allhir 
Cour 
Isaac Toussaint in Hamburg 
 Deb. Mk.5789:5:3 Cred. 
 Mk.5376:10:- 
2204      2      -
2686      3      -
  1373      8      - 837    19  -  - -  - 
  2483    23      8  202    23      4 -  -  - 
Porstell und Sohn in Amstel- 
dum, Deb.fl.4226:18: -, 
2225    23      6   2326      5      6 -    -  -  100      6  - 
 Joh. Lankisch in Danzig 




Caprano Fratelli in Florenz 
  Deb. Sc.492:17:1,Cred.Sc. 




Summa Thlr. 53725    12      1 53725    12      1 10704      9   - 10704     9  - 
ᅗ⾲̿2 
















































  次に、「図表―2」では、“Porstell und Sohn in Amsterdam”勘定は、債務者側では 
Cft. 4396:18: 8 または換算額 Thlr. 2326: 5: 6 となっている。それに対して、債務者では 
Cft. 4226:18fl. ― または換算差額 Thlr. 2225: 6:―となっている。加えて、債権者側では、 
経費として手数料および郵便料金 Cft. 19:19: 8 または Thlr. 10:19: ― が、債務者側では 
換算差額 Cft. 100:―:― または換算差額 Thlr. 54:―:― が発生している。さらに、債務者側
に為替換算差額 Thlr. 57: 1:― を加えて、債務者側と債権者側が貸借平均されている。これ
を示すと「図表―4」となる(§717)。 
 
Fol.9.  I. Touffaint in Hambrug 
H.B. Debet Bo. Mk. 5789:5:3 Thlr.2686:3:― H.B. Credit Bo Mk. 5376:10:― Thl.2483:3: 8 
Briefp.à 140pCt.Mk.   6: 8: 3  Thl.   3: 1: ― 
Mk.5383: 2: 3: Thl. 2486: 4: 8; 
Bestand der Rech- 
 Nung à 140 pCt.Mk. 406: 3: ―Thl. 189:13:― 
Mk.5789: 5: 3 Thl. 2675:17: 8 
Verlust an Wech- 
 Selagio ・  ・  ・   Thl.   10: 9: 4          
Mk.5789: 5: 3 Thl. 2686:3:― 
 
（注）たとえば、勘定残高（Bestand der Rechnung）は、為替相場を 300Mk. 
      Ham.Bo. に対して 140 pro Cent Ld’or として計算されている。これを計算すると
下記の通りである。 
( 406: 3: ― ) × (140 ÷ 300) = (189:13:―)
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  上記 2 例 すべての負債の勘定の処理を代表するものである。それは下記の手順で
行われる（718）。 
   当座勘定に含まれおり、元帳ではいまだ認められていない項目の転記 
   勘定より計算された利益または損失の転記 
   旧勘定の締切、および 
   新勘定への繰越 




     事業経費勘定 債務者、13Thlr. 20Gr. 債権者 2 勘定、下記の通り； 
     貸方、Isaac Toussaint in Hambrug ・ ・  Thlr. 3:  1:― 
     貸方、Porstell und Sohn in Amsterdam ・  Thlr.10:19:― 
    為替換算差額勘定へは、下記のように仕訳され、もたらされる。 
     為替換算差額勘定、債務者 
     貸方、Isaac Toussaint in Hambrug  ・ ・  Thlr. 10: 9: 4 
    “Porstell und Sohn in Amsterdam“勘定は”Isaac Toussaint in Hambrug“勘定と
は逆に利益が出ている。その仕訳は下記の通りとなる。 
     Porstell und Sohn in Amsterdam 勘定、債務者 
     貸方、為替換算差額勘定 ・  ・  ・    Thlr.57: 1:― 




  最終的に、これらの勘定の残高は、旧勘定が新勘定へ仕訳を通じて振替えられる。 
Fol. 10  Forstell und Sohn in Amsterdam 
H.B. Debet Cft. 4226:18st:― Thl.2225:23: 6 
Bestand der Rech- 
 Nung à 135 pCt.Cft.100:―:―Thl.  54:―:― 
 Cft.4326:18st.― Thl.2272: 1:― 
Gewinn an Wech- 
 selagio  ・  ・  ・   Thl.  57: 1:― 
Cft.4326:18st:― Thl.  57: 1:― 
H.B. Credit Cft. 4306:18:8  Thl.2326: 5: 6 
Cft.  19:19: 8 Thl.  10:19: ― 











































































     亜麻布勘定、債務者 
     貸方、損益勘定、債権者  ・  ・  ・ Thlr. 262: 8: 6. 
    次に、亜麻布勘定では、次期へ繰越される在高を見出し、勘定が貸借平均され、締切
られ、この在高が新勘定へと繰越される。その仕訳は下記の通りである。 
     新亜麻布勘定、債務者 




     絹勘定、債務者 
     貸方、損益勘定、債務者  ・  ・     Thlr. 790: 2:― 
Fol. 3.  Leinewand 
H. B. Debet ・Thlr.2312:23:― 
Gewinn ・        262: 8: 6 
              Thlr.2475: 6: 6 
H. B. Credit ・Thlr.2003:18: 6 
Bestand der  
 Leinewand ・   471:12:― 
        Thlr.2475: 6: 6 
Fol. 5.   Seidenwaaren 
H. B. Debet ・ Thlr.3505: 1: 6 
Gewinn ・  ・   790:―: 6 
              Thlr.4295: 2:― 
H. B. Credit ・Thlr.4295: 2:― 
 
   









































































     新事業用動産勘定、債務者 
     貸方、旧事業用動産勘定、債権者 ・ ・ ・ Thlr. 150:―:― 
  次に、損失(verlust)または減耗(Abgang)がある。これらは損益勘定へ振替えられる項
目である。それは下記の仕訳の通りである。 
     損益勘定、債務者 

















2) 百瀬房徳、1998 年、s. 252～253. 
Fol. 6.   Handels-Mobilien 
H. B. Debet ・ ・ Thlr. 167: 5:― Bestand Geräthschaften 
 Ld`or Thlr. 150:―:― 
Verlust oder Abgang 
                 Thlr.  17: 5:―  

































で T0ussant の Thlr.10:	9:	4 がみられ、債権者側
で Porstell	&	,	Dupont	&	 および Caprano	&	 の合












  事業経費勘定の債務者側では Thlr.687:21: 4、そして債権者側では Thlr.336:14:―が期
中の取引合計としてみられる。これに加えて、債務者側では、”Toussaint in Hambrug”お
よび”Porstell in Hambrug”で合計 Thlr.13:20:―が加算されている。そして、Thlr.678:21:4
と合計してThlr.692:17: 4となっている。債権者側では、債権者側の期中取引額Thlr.335:14:
―を債務者側から控除すると、損失 Thlr.357: 3: 4 を加算し、貸借平均させている。この勘
定の損失は損益勘定の債務者側へ転記されている。それは下記の通りである。 
     損益勘定、債務者 


















Fol. 3  Handels=Unkosten=Conto 
Hauptbuchs、Debet Thlr.678:21: 4 
An Toussaint in Ham.Thlr  . 3: 1:― 
An Porstell in  
       Amsterdam  Thlr. 10:10:― 
          Thlr.692:17:― 
Hauptbuchs、Credit Thlr.335:14:― 
Verlust bey der Cont Thlr.357: 3: 4  
 
 













  この勘定は債務者側では Thlr.232: 9: 8、そして債権者側では Thlr.152:23; 9 が期中の
取引合計としてみられる。これらに加えて、債務者側でT0ussantのThlr.10: 9: 4がみられ、
債権者側で Porstell & , Dupont & および Caprano & の合計 155:22: 9 がみられる。さら
に、債務者側 Ld’or Capital の換算により生じた換算差額 Thlr.83:10:―が加算される。この
後、債務者側と債権者側の合計の差額は貸借平均すると、債務者側が大きく、債権者側に









3) 百瀬房徳,1998 年、s.247. 
Fol. 4.  Agio=& Interessen=Cono 
H. B. Debet  ・ Thlr. 232: 9: 8 
An Toussaint        10: 9: 4 
                Thlr. 242:19:4 
An Agio=Bestand 
 Ausgleichung des 
 Ld’or Capitals  Thlr. 83:10:― 
        Thlr.326: 5:―  
H. B. Credit  ・ Thlr.152:23: 9 
Pr. Porstell  ・   Thlr.  57: 1:― 
Pr.Dupont &  ・  Thlr/ 44: 2: 9 
Caprano &    ・  Thlr. 54:19:― 
                  Thlr.308:22: 6 
Verlust der Conto  Thlr.  17: 6: 6 






























































  資本金勘定では、債務者側で Thlr.2457:16: 6、そして、債権者側で Thlr.10555:10: 7
の期中の取引合計がみられる。債務者側では、期中の取引合計以下 4 項目を加えると、 
Thlr.2863: 2:11 となる。債権者側では、期中の取引合計以下 5 項目を加えると Thlr.13394: 
10: 7 となる。主たる項目は 4 商品勘定である。資本金勘定の期中の取引の差額は Thlr.8097: 








Hauptbuch Debet  ・  ・ Thlr.2457:16: 6 
Vereinnahmten Verlust ・ Thlr.  13:19: 7 
Handels=Mobilen  ・  ・ Thlr.  17: 5:― 
Handels=Unkosten   ・  Thlr. 357: 3: 4 
Agio u. Interessen  ・ ・ Thlr.  17: 6: 6 
                         Thlr.2863:2:11 
An neue Rechnung 
      des Capitals  ・  Thlr.10539: 7: 8 
                        Thlr.13394:10: 7 
Hauptbuch Credit Thlr.10555: 4:― 
Verausgabten  
       Gewinn   Thlr.   5:―: 7 
Farbwaaren   ・ Thlr. 1288:14:１ 
Leinewaden   ・  Thlr.  262: 8: 6 
Seidenwaaren ・ Thlr.  290:―: 6 
Tuchen  ・ ・    Thlr.  493: 6:11 








































  一般損益勘定では、債務者側で、期間中に受取った損失 Thlr.13:19: 7 があり、それ以
外に、事業用動産で減耗(Abgang)Thlr.17: 5:―, 事業経費(Handels=Unkosten)Thlr.375: 3: 
4、換算差額・利息(Agio=Interessen)Thlr.17: 6: 6 がみられ、債権者側で、期間中に支払っ
た利益 Thlr. 5: ― : 7 を受取り、染料 (Farb. Waaren)Thlr.1288:14: １、亜麻布





     一般損益勘定、債務者 
     貸方、資本金勘定、債権者  ・  ・  ・ Thlr,2433:20: 2 
  以上は、利益があった場合であったが、逆に、損失が出た場合には、仕訳は下記の通
りとなる。 
     資本金勘定、債務者 
     貸方、一般損益勘定、債権者  ・  ・  Thlr. ―:―:― 
  この結果、利益がある場合、ゲアハルトによれば、資本金勘定によれば、下記の「図
表―11」の通りである(§737)。 
Allgemeine Gewinn und Verlust Conto 
Vereinabnemten Verlust Thlr.  13:19: 7 
Hierzu den Verlust von 
a) Effecten Conten als 
1) Handels=Mobilien    Thlr.  17: 5:― 
 b) Hülfs Conten als 
1) Handels=Unkosten   Thlr. 375: 3: 4 
2) Agio=Interessen ContoThlr.  17: 6: 6 
    sämmtl. Verlust Thlr. 405:10: 5 
An Capital=Conto den sämmtl. 
  verbliebenen Gewinn  Thlr.2433:20:2 
                        Thlr.2839: 6:7  
Verausgabten Gewinn  Thlr.   5:―: 7 
Hierzu den Gewinn von 
a) Effecten=Conto als 
1) Farb. Waaren        Thlr. 1288:14;1 
2) Leinwanden          Thlr. 262: 8: 6 
3) Seidenwaaren        Thlr. 790:―: 6 
4) Tuchen               Thlr. 493: 6:11 
      sämmtl.Gewinn  Thlr.2839: 6: 7 
 
 
                        Thlr.2839: 6:7 
図表―10 
 
  資本金勘定では、債務者側で、期中に受取った額 Thlr.2457:16: 6 があり、債権者側で
Thlr.10555: 4:―がみられる。加えて、債権者側では、一般損益勘定からもたらされた額 Thlr. 
2433:20: 2 が加算されている。これに従って、貸借平均すれば、残額が Thlr.10531: 7: 8 と
なる。この額は、資本金の次期繰越額である。この繰越額は下記の仕訳により新帳簿へ繰
越される。 
     資本金勘定、債務者 




Fol. 7.  Capital=Conto 
Hauptbuchs Debit  Thlr.2457:16:6 
An neue Rechnungs 
          Capital  Thlr.10531 7:8 
                  Thlr.12989:―:2 
Hauptbuchs Credit  Thlr.10555: 4:― 
Pr. Gewinn u. Verlust 
              Conto Thlr. 2433:20: 2 
                    Thlr.12989:―: 2 
Pr. alte Rechnung    Thlr.10531:7: 8 
図表―11 
－ 16－
れている。これに従って、貸借平均すれば、残額が
Thlr.10531:	7:	8 となる。この額は、資本金の次期
繰越額である。この繰越額は下記の仕訳により新帳
簿へ繰越される。
　　　　資本金勘定、債務者
　　　　貸方、新資本金勘定、債権者　・　・　・
Thlr.10531:	7:	8
　繰り返すが、この仕訳では残高勘定が作成されな
い。したがって、財産目録の作成をもってゲアハル
トの簿記は完成してしまうことになる。
【本稿の後半は『獨協経済』第 102 号に掲載予定】
